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Derwent Data Analyzer は様々な角度からデータを分析し、知的財産戦略におけるチャンスとリスクを見極めるための解析ツー
ルです。様々なデータソースからインポートされたデータをクリーニングし、自在な解析が可能です。
また、DDA は、Derwent Innovationの特許データのみならず、Excel、Accessなどのあらゆるタイプのテキスト情報を取り込むこ
とができるので、様々な情報（文献情報、医薬品情報など）をDDA上で融合させることであらゆる角度からの分析も可能にします。

Derwent Data Analyzer (DDA)とは？

●データクリーニング、グルーピング

●多彩なビジュアライズ・レポート機能
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上位出願人の出願年次推移

レポート機能のバブルチャートを使用して、上位６社の出願年次推移のグラフ
作成し、プレイヤーの把握とプレイヤーの出願数の推移をみます

DDA

上位出願人は、日系、米国企業
上位企業の過去10年の出願数に大きな変化はあまりなく、ほぼ横ばい傾向

参考値
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プレイヤーの把握
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上位出願人の出願国別出願数

プレイヤーの把握

マトリクスを使用して、上位20社×ファミリーメンバー国のマトリクスを作成し、
各企業の注力している国を把握します

:東アジア :北南米 :欧州 :東南アジア

DDA

上位出願人の全体傾向として、東南アジア、東アジアへの出願が多くみられる
ユニ・チャームは、北南米、欧州など展開国が多い
大王製紙は、インドネシア以外の東南アジアへの出願はみられない
王子製紙は、日本出願に対して海外出願は少ない
花王は、中国、インドネシアへの出願が多いが、米国、欧州への出願は少ない
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ユニ・チャームの“課題：紙おむつ”×”用途：フィット感“の発明者体制

Aグループ

Cグループ

Dグループ

クラスタマップを使用して、企業の発明者体制を把握します

発明体制の把握

Bグループ

Eグループ

Fグループ Gグループ

DDA

開発体制は主にA,B,Cの3グループを中心に行われていると思料

Derwent Data Analyzer (DDA)で実現できることの一例
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KOLの特定①
発生スコア-発明者-

“発生スコア-発明者-”のスコア
の高い人をKOLと仮定

特許 DDA:Emergence Indicator

DDAのEmergence Indicatorを用いて、今後、着目すべき発明者を見出し、彼らの所属機関を
把握します。
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近年登場のキーワードの把握①

年代別分析を使用して、2013年以降の各年で初めて登場するキーワードを確認します。
年代別分析により、どのようなキーワードが近年使われているのか、いつ頃登場したのかなどを把握します。

DDA:年代別分析
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New in 2013 New in 2014 New in 2015 New in 2016 New in 2017 New in 2018

合金 7 気管切開 9 宇宙航行 5 グアニン 2 電気分解 4 鍬 2

パラメトロン 3 ピンチコック 3 カテーテル 4 シンクロトロン 2 アミノプラスト 2 えり分け 1

サイン 2 母線 2 温水器 2 セルロース 2 歯科 2 たばこ 1

シリカ 2 ストリキニーネ 1 酢 2 ヘリウム 2 歯科矯正 2 ダイナモ 1

ラベル 2 ハロゲン 1 ほうき 1 飼料 2 窒素 2 ポリウレタン 1

チーズ 1 プチロメータ 1 ガソジン 1 ぶどう栽培 1 インターフェロン 1 ポルフィン染料 1

ポリシロキサン 1 ラッピング 1 ダッシュポット 1 テレメータ 1 ガリウム 1 反射療法 1

三角測量 1 リフト 1 トリプトファン 1 モノクロメータ 1 シャモット 1 心理 1

凍結防止物質 1 遠心分離機 1 包装 1 窒化物 1 ディアボロ 1 採石 1

計数 1 抵抗器 1 糖菓 1 トンネル 1 洗浄装置 1

蛇篭 1 融解 1 ヒドラジド 1 軟膏 1

超音波 1 プレグナン 1 飛行 1

マルチバイブ
レータ

1

ランセット 1
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母集団全体の頻出キーワードの把握

レポート機能のキーワードクラウドを使用して、IPCキャッチワードでキーワードクラウドを作成します。
母集団全体の頻出キーワードをみることで、注力している事を把握します。

DDA:キーワードクラウド
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出願人別年次推移

出願国の傾向

共同出願関係

発明体制

兆しのあるワード、出願人などの把握

解析軸による技術分析

年毎の新たなワードの把握

頻出キーワードの可視化

●動的なデータ解析により、飛躍的な
解析向上を実現

自動レポート作成



データのインポート

①PDTFデータ（Derwent Innovationのデータ）

拡張子“PDTF”のファイル
が作成されます。
本ファイルをダブルクリックす
ると自動的にDDAへデー
タがインポートされます。

“ホーム”の“新しい分析”をクリックし、
“Excelファイルからのインポート”を
選択します。

“OK”をクリックします。

選択したエクセルに複数のシートが
ある場合は、インポートするシートを
選択し、“OK”をクリックします。

フィールド名がある行を選択し、
“インポート”をクリックするとイン
ポートが開始されます。

1

2

4

5

6

“参照”をクリックします。

インポートするファイルを選択し、
“開く”をクリックします。

2

3

②Excelのデータ

Derwent Data Analyzerでは、様々なファイル形式のデータをインポートすることができます。
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Derwent Innovationのデータをエクスポート
する際、“”Derwent Data Analyzer”の
フォーマットを選択します。

1

※DIからレコード単位でエクス
ポートした際に下記フィールドを
エクスポートしているとレコード単
位、ファミリー単位の２つのDDA
ファイルが自動で作成されます。
・DWPIアクセッション番号
・発明者-DWPI
・譲受人/出願人
・譲受人-DWPI
・出願人コード-DWPI



サマリ画面

DDA取り込んだデータ情報を
表示しています。

データの種類の数を示します。

全体のレコード量の何％がその
フィールドのデータを持っているか
を示しています。

データの形式を示しています。

データの分類を示しています。

カバー率

データタイプ

メタタグ

DDAで作業を行った成果物を表示したものです。

ワークシート

DDAのファイルです。

ワークブック

サマリーシート

データのインポートが完了するとサマリ画面が開きます。

インポートされたレコード数

所望のフィールドを検索する場合、フィールド下に
ある“フィルター”にフィールド名を入力すると、該当
するフィールドをフィルタリングします。

見たいフィールドをダブルクリックすると新たに
フィールドのシートが作成されます。

Derwent InnovationからPDTFで
インポートした場合、自動的にデータを
クリーニングなどを行うので複数作成さ
れるフィールドもあります。

項目数

DDAに取り込んだ各項目のデータ、
クリーニング等の作業を行ったデータ
を意味します。

フィールド

タイトルウィンドウ

シートのナビゲート

作成したワークシートの一覧がみれます。
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マトリクスの作成

縦軸 横軸

“ホーム”シートから“マトリクス”を
クリックします。

1

“マトリクスの作成”の画面が開くので、
縦軸と横軸に設定するフィールドを選
択し、“OK”をクリックするとマトリクスが
作成されます。

2

※選択したフィールドがグループ設定さ
れている場合、“グループの選択／項
目の表示”または“グループの選択／
グループ名の表示”が選択できます。
選択したら“選択したグループ”で表示
するグループにチェック✔します。

グルーピング化した項目が表記されます。
例：ユニ・チャーム、花王、P&G、キン
バリー

グループ名のみが表示されます。
例：上位３社＋キンバリー

ユニ・チャーム、花王、P&G、キンバリーを
“上位３社＋キンバリー”というグループ
名でグルーピングした場合

グループの選択／項目の表示

グループの選択／グループ名の表示

※表示→詳細ウィンドウの追加をクリックすると、
詳細ウィンドウを開くことができます。

※表示したいフィールド
を選択します。

※マトリクスで気になる箇所を選択すると、タイト
ルウィンドウ、詳細ウィンドウで内容を確認するこ
とができます

※特に気になる案件があれば、ダブルクリッ
クするとレコードビュー画面が開きます。

※矢印は母集団全体
の平均より多いか少な
いかを表しています。

縦軸、横軸に所望のフィールドを設定し、マトリクスを作成します。
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レコードビュー

※レコードビュー画面の公報番号はリンクになって
おり、クリックするとDerwent Innovationのレ
コード画面をみることができます。

※“類似レコードを検索”をクリックすると、DDAが母集団内で
類似しているレコードを検索し、類似度を表示します。

類似のレコード

タイトルウィンドウから気になる案件をクリックするとレコードビューで詳細をみることができます。また、クラリベイト
の特許検索ツールのDerwent Innovationのレコードを確認することができます。
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Derwent Innovationのレコード



グラフ・マップ(1軸)の種類

作成したいフィールドをクリックし、シートを開きます。
1

“レポート”シートから“縦軸グラフ”をクリックします。
2

※グラフに表示する項目が決まっている場合は、項目を
選択します。
選択しないで作成するとすべての項目に対するグラフが
作成されます。

円グラフ

ワードクラウド

縦棒グラフ

グラフ・マップ(1軸)の作成

グラフが作成されます。
3

※グラフでも気になるところをクリックすると、詳
細ウィンドウで内容を確認することができます。

1軸のグラフ・マップでは、縦棒グラフ、横棒グラフ、円グラフ、折れ線グラフ、ワードクラウドをご用意しています。

例：出願人別の保有件数を比較する（縦軸グラフ）
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グラフ・マップ(2軸)の種類

マトリクスビューア クラスタマップ

例１：出願人別の年次推移をみる（バブルチャート）

“レポート”シートから“バブルチャート”をクリックします。
1

“バブルチャート”の設定画面が
開きますので、縦軸（行フィール
ド）、横軸（列フィールド）を選
択し、“Run”をクリックします。

2

縦軸

横軸

※選択したフィールドがグループ設定されている場合、
グループ表示が選択できます。

“バブルチャート”が作成されます。
3

※グラフでも気になるところをクリックすると、
詳細ウィンドウで内容を確認することができ
ます。

※“ ”をクリックすると、可視化スタイル
の画面が表示されます。
“レコード数を表示”にチェックするとバブ
ルグラフに数値を表示することができます。

バブルチャート

ガントチャート

グラフ・マップ（2軸）の作成①

2軸のグラフ・マップでは、バブルチャート、ガントチャート、マトリクスビューア、クラスタマップ、スーパープロファイルなどをご用意しています。
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詳細ウィンドウ

スーパープロファイルバタフライチャート



グラフ・マップ(2軸）の作成②

例２：共同出願人の関係をみる（マトリクスビューア）

マトリクスビューアを作成したいマトリクスを開き、
表示するデータを選択します。
選択しない場合は、自動的にデータのすべて
が使用されます。

1

例３：競合の発明体制をみる（クラスタマップ）

“レポート”シートから“クラスタマップ”をクリックします。
1

“DDAクラスタマップ”が開きますので、対象の
フィールドを選択し、“OK”をクリックします。

2

“クラスタマップ”が作成されます。
3

※右クリックしながら図を動かすことができます。

※フィルタリングができます。

出願人 x 出願人のマトリクスを作成し、
共同発明・共同研究の関係をマトリクス
ビューアで可視化
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“レポート”シートから“マトリクスビューア”
をクリックします。

2

※右クリックしながら図を動かすことができます。

※フィルタリングができます。

“マトリクスビューア”が作成されます。
3



データのエクスポート “レポート”シートの“エクスポート”で“画
像をエクスポート”をクリックします。

1

①作成したグラフ、マップの画像エクスポート

②レコードのエクスポート

“画像をエクスポート”の画面が開きますので
エクスポート形式を選択し、クリックします。

2

“名前を付けて保存”の画面が開きますので
ファイル名を入力し、“保存”をクリックします。

3

“レポート”シートの“エクスポート”で“画
像をエクスポート”をクリックします。

1

“フィールドレコードをエクスポート”の画面が
開きますのでエクスポート対象を選択します。

2

※エクスポートするレコードを選択し
ます。
a)すべてのレコード：全レコード
b)選択：選択したレコード
c)グループ：フィールドを選択し、グ
ループが設定されていれば対象項
目を選択
“通常”：a,b,cで選択したレコード
“補足”：a,b,cで選択されていな
いレコード

エクスポートフィールド

エクスポートする
フィールド

エクスポートしない
フィールド

※エクスポートするフィールドを変更する場
合、“エクスポートするフィールドを変更”を
クリックします。
フィールド変更のシートに切り替わります。
エクスポートするフィールド、しないフィールド
を選択します。

※レコード分類をしている場合、
“レコードの分類”にチェックすると
分類をエクスポートします。

“名前を付けて保存”の画面が開きますので
ファイル名を入力し、“保存”をクリックします。

4

クイック・レファレンス・ガイド9
Derwent Data Analyzer

エクスポートするファイル形式を選択
し、“エクスポート”をクリックします。3



企業レポート

出願人の中から1社選択し、その企業の出願先の国、
分野、発明者の年代別傾向、新傾向などをレポートし
ます。

企業比較

出願人の中から2-5社を選択し、出願動向を比較しま
す。
選択した企業の出願先の国、分野、発明者の年代傾
向、共同出願傾向、ユニークな分野などをレポートしま
す。

テクノロジーレポート

技術分野の動向
ファイル中の動向について、出願先の国、分野、発明
者の年代傾向などをレポートします。

論文の傾向を分析
年、組織、国、トピックワードごとの傾向、新出
などを分析してレポートします。

文献組織

所属機関の中から組織を1つ選択し、年、組織、国、ト
ピックワードの傾向を分析してレポートします。

文献トピック

特許 文献

自動出力レポート 特許、学術文献に関するデータをもとに自動でレポートを作成する機能です。

特許では３つのレポート、学術文献では２つのレポートが自動
で作成できます。

企業比較レポートを作成する場合、“レポート”の
“企業比較”をクリックします。
“Derwent Data Analyzer”の画面が開きますの
で“OK”をクリックします。

1

“各分野の適切なフィールドを選択してください”の
画面が開きますので、レポートを作成する際に分析
対象に使用するフィールドを選択し、“OK”をクリッ
クします。

2

エクセルでレポートが作成されます。
各グラフはシートごとに表示されます。されます企業比較レポートの場合、下
記分析結果が作成されます。
企業グラフ、企業と技術グラフ、企業と地域フラフ、企業プロファイル、企業
のコラボレーション、企業の類似性マトリクス、モバイル発明者、共通技術、
独自技術用語、共通技術用語

4

シートを選択すると各
分析結果がみれます。

例：企業の類似性マトリクス

“Derwent Data Analyzer”の画面 になります。
企業比較レポートの場合、上位５社までを比較分
析できますので、何社分析するか数値うぃ入力し、
“OK”をクリックします。 3
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文献特許



データセットの融合

DDAを開いた状態で、“ホーム”シートで追加
するファイルを開きます。
既にDDAファイルとなっているデータを追加す
る場合は、“データセットを開く”をクリックします。
DDAファイルとなっていないデータ（エクセル、
PDTFなど）と融合する場合は“新しい分析”
をクリックします。

1

“データ編集”シートの“データセットの
融合”をクリックします。2

追加するDDA 追加されるDDA

※追加されるDDAファイルを選択します。

※追加するDDAファイルを選択
し、“すべてのフィールドを追加”
をクリックします

追加後のフィールド

※追加されるDDAファイル、追加す
るDDAファイルの両方に同じフィール
ド名があれば、合体されます。

項目データを追加する場合は、データセットの癒合を行います。

公報番号 発明者 IPC

JP2000-XXXXXX X, Y, Z H01K

JP2001-YYYYYY Q,R H01K

公報番号 出願人 出願国

JP2002-ZZZZZZ GHI JP, US

JP2003-RRRRRR JKL JP

公報番号 出願人 出願国

JP2000-XXXXXX ABC JP, EP

JP2001-YYYYYY DEF JP

JP2002-ZZZZZZ GHI JP, US

JP2003-RRRRRR JKL JP

公報番号 出願人 出願国 発明者 IPC

JP2000-XXXXXX ABC JP, EP X, Y, Z A01A

JP2001-YYYYYY DEF JP Q,R H01K

公報番号 出願人 出願国

JP2000-XXXXXX ABC JP, EP

JP2001-YYYYYY DEF JP

元データ 追加データ

追加データ

レコードの融合

データセットの融合

データセットの融合とレコードの融合の違い
フィールドデータの追加

項目データの追加

クイック・レファレンス・ガイド11
Derwent Data Analyzer

“OK”をクリックすると、データが追加された新規DDAファイル
が作成されます。

4



レコードの融合

融合するDDAを開いた状態で、“ホー
ム”シートで融合するファイルを開きます。
既にDDAファイルとなっているデータを
融合する場合は、“データセットを開く”
をクリックします。
DDAファイルとなっていないデータ（エ
クセル、PDTFなど）と融合する場合
は“新しい分析”をクリックします。

1 “データ編集”シートの“引数
データ”をクリックし、“既存の
データセットからレコードを融
合”を選択します。

2

“既存のデータセットからレコードを融合” 画面
が開きますので、融合するレコードのフィールドな
どを設定し、“次へ”をクリックします。

3

融合するDDA

※融合されるDDAファイルを選択します。

※融合するDDAファイルを選択
し、移動させるフィールドを選択
します。

融合後のフィールド

※融合されるDDAファイル、融
合するDDAファイルの両方に同
じフィールド名があれば、合体さ
れます。

結合するためのキーとなるフィールドおよび、
一致の精度を設定します。

4

融合するDDA 融合されるDDA

※データ融合させる際の双方のデータを
一致させるキーフィールドを選択します。

必須：完全一致
一致タイプ：文字列
を選択する

“OK”をクリックすると、融合された新規DDA
ファイルが作成されます。

5

2つの異なるデータセットを双方で一致するフィールドを使い、フィールドデータを追加する場合、レコードの融合を行います。
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融合されるDDA



データクリーニング

“データ編集”の“リストのクリーンアップ”を選択します。
1

“リストのクリーンアップ”の画面が開きます。
“クリーンアップするフィールド”でクリーニングする対象フィールド
を選択します。
“新規フィールド名”にクリーニング後のフィールド名を入力しま
す。デフォルドでは、クリーンアップするフィールドで選択した
フィールド名の後ろに（クリーン）が付きます。
“ルールセットの一致”から該当するファイルを選択します。
例）出願人⇒Organization Names 
発明者⇒Inventor
”OK“をクリックします。 2

※データクリーンと一緒に使用するシソーラ
スファイルがある場合は、“オプション-ルー
ルセットの一致前にシソーラスを適用”の
チェックボックスにチェックを入れ、適用する
シソーラスファイルを選択します。

アルファベット順件数順

検索したいワードを入力すると該当するワードを含む
項目をフィルタリングしてくれます。

“デュアルビューのクリーンアップの確認”の画面が開きます。
出願人の場合、左側が件数順、右側がアルファベット順で
表示されています。名寄せしたい項目を選択し、件数順、
アルファベット順どちらでもよいので合体させたい項目上にド
ラッグ＆ドロップでおきます。

3
名寄せが完了したら“適用”をクリック
します。今回作成した名寄せのルール
をシソーラスとして保存するか聞いてき
ますので保存する場合は“はい”をク
リックします。保存しない場合は“いい
え”をクリックします。 4

名寄せなどデータをクリーニング化する場合に行います。作成したルールはシソーラスとして保存ができ、
次回以降のデータクリーニングでは保存したシソーラスを使うことで、クリーニングを１から行う手間を省
き、効率よく作業することができます。
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データのフレーズ分解 文章のデータをフレーズに分解します。

データを区切る

分解前のDWPI 用途 分解後のDWPI 用途

フレーズ分解

サマリ画面からフレーズ分
解するフィールドにカーソル
をあわせ、右クリックします。

1

項目選択のリストが表示されますので、
“追加データ処理”⇒“NLP”⇒”フレーズ
“をクリックします。

2

フレーズ分解が完了すると、フレーズ分
解された新なフィールドが作成されます。

3

区切り前

区切り後

サマリ画面からフレーズ分
解するフィールドにカーソル
をあわせ、右クリックします。

1 項目選択のリストが表示されますので、
“追加データ処理”⇒“区切る”⇒”セミコ
ロン“をクリックします。

2

区切りが完了すると、区切られた新な
フィールドが作成されます。

3
※セミコロン以外のカンマ、コロンなどで区
切ることが可能です。フィールド内容を確
認し、該当の区切りを選択してください。

区切り

カンマやスペースなど区切り文字の項目を分割します。
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グルーピング

①項目でグルーピング

②ワード検索でグルーピング

グルーピングしたい項目を“Ctrl”を
押しながら選択します。

1
右クリックを押すと項目選択のリスト
が表示されますので、“選択項目を
グループに追加”をクリックします。

2

“項目を追加”の画面が表示されますの
で、グルーピングしたいグループにグルー
プ名を付与し、“OK”をクリックします。

3

フィールドに作成したグループの列が
新たに作成されます。

4

※作成したグループに項目を追加したい場合は、追加項目
のチェック欄をクリックして、チェック✔を追加してください。

“ホーム”シートの“検索”
をクリックします。

1

“検索”画面が開きますので、検索
したいワードを入力し、“すべて選
択”をクリックします。

2

“タイトルウィンドウ”に検索したワードの
ヒット件数が表示されます。
これらをグルーピングする場合、“検索”
画面の“グループに追加”をクリックします。3

“項目を追加”の画面が表示されますの
で、グルーピングしたいグループにグルー
プ名を付与し、“OK”をクリックします。

4

フィールドに作成したグループの列が
新たに作成されます。

5

※検索後に次のワードを検索する場合、
“選択項目をクリア”をクリックしてください。
クリックをしない場合、検索結果が累積さ
れてしまいます。

項目をまとめてグループ化します。
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解析軸を使った分析

C:課題

解析軸

C01 コスト

C02 …

B:用途

解析軸

B01 ゲーム

B02 医療

解析軸（分類コード）を設定し、分析対象の特許に解析軸を付与すると、技術の深堀分
析ができます。
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DWPIタイトル
Device for delivering delivery outside business hours of recipient e.g. 
shop, has door opening system connected with communication 
interfaces, and control unit for generating notification and 
transmitting notification to receiver

DWPI
抄録

新規性

The device has an operable door opening system (4) connected with 
communication interfaces for transmitting an authentication and an 
authorization to deliver a delivery. A camera monitors a 
predetermined area in front of a shop (2) of a receiver. A noise 
sensor acoustically monitors an entrance door of the shop when the 
entrance door is unlocked. A control unit (5) generates a notification 
and transmits the notification to the receiver until the entrance door 
is locked. The camera is activated in a predetermined time window.

用途 Device for delivering a delivery outside business hours of a recipient 
e.g. shop and retail store, by utilizing a delivery vehicle or electric 
vehicle.

優位性 The device indicates alternative delivery address, so that delivery can 
be delivered quickly and delivery time and associated costs of the 
delivery can be reduced. The device reduces traffic obstructions at 
night and risk of congestion of the delivery.

利用用途は・・・

優位性、発明の効果は・・・

技術的な特徴は・・・

発明を一言で言うと・・・

Derwent World Patents Index

A:技術

解析軸

A01 視覚

A02 …

優位性

新規性

用途

優位性

用途

新規性

・どんな技術がどんな利点を生むか
・どんな問題に対処するためにどんな技術が生まれているか？

・どんな改善を行った発明が、
どんな用途に活かされているか？

・どんな新規発明がどんな用途に活かされているか？
・どの用途に使うためには、どんな技術が必要なのか？

統一言語（英語）、統一フォーマットで新規性、用途、優位性とカテゴリ
ごとにまとめられているDWPI抄録は、解析軸の設定にとても有用です。

DDAでは、DWPI抄録をインポートすることができ、さらに文章のフレーズ分解ができるので、
解析軸の分類条件のキーワードでのグルーピングが容易になり、解析軸コードの付与が効率よく行えます。

DWPI抄録

A:技術（新規性）

解析軸 分類条件

A01 視覚 “Vision” OR “eye”を含む

A02 聴覚 “Hearing” OR “audition” を含む

A03 触覚 “Tactile” OR “touch” を含む

A04 味覚 “Taste” OR “gustatory”を含む

A05 嗅覚 “Smell” OR “olfactory”を含む

フレーズ

DWPI抄録をDDAにインポートします。
1

DWPI抄録をfフレーズ分解します。
※フレーズ分解の方法は本資料P14を
ご確認ください。

2 “ホーム”シートの“検索”をク
リックすると、“検索画面が表
示されます。

3

“検索文字列”に分類条件を入力し、
“すべて選択”をクリックで、条件に該
当する特許を検索します。

検索結果がでてきたら、“グループに追加”をクリックし、
解析軸でグルーピングします。
※グルーピングの方法は、本資料P15をご確認ください。

5

4

解析軸付与

母集団①：貴社特許が審査官に拒絶理由（新規性、進歩性）で引用された他社特許

帳票画像

冷蔵庫

リフト

エアコン

プロセス情報

コンピューター

ディスプレイ

照明

半導体

自動車

洗濯機

変換器

DWPI抄録-用途

※解析軸、分類条件の設定のアイディアがない時
は、Derwent Innovationのテーマスケープの
キーワードを参照するのが便利です。

テーマスケープ

解析軸の設定

マトリクス分析



A:用途

分類コード 分類条件

A01 燃料電池 “fuel cell”を含む用語

A02 リチウム電池 “mobile Telephone” “lithium”を含む用語

A03 有機EL “organic” “electroluminescent” を含む用語

A04 カラーフィルター “color filter”を含む用語

A05 半導体フォトマスク “semiconductor” “mask” を含む用語

A06 パッケージ “package” “bag”を含む用語

A07 センサー “sensor” “Touch”を含む用語

A08 未分類 自動分類でコードが付与されなかったもの

自動分類①

分類手順（１）分類項目の作成
“解析”から“レコードの分類”をクリックします。

1

フィールド

項目

項目設定フィールド設定

“レコードの分類管理”の画面が開きます。
ユーザー定義フィールドの“新規作成”をクリックし、フィー
ルドを作成します。
フィールドが作成できたら、フィールドを選択した状態で
“分類”の“新規作成”をクリックし、各項目を作成します。
一つのレコードに複数の項目が付与されてもよい場合は、
“複数選択を許可”にチェックします。
最後に“OK”をクリックします。

2

自動分類とは、ユーザーが作成した分類項目を一部のレコードに手動で振り分け、その分類傾向をDDAが機
械学習し、残りのレコードを自動で分類する機能です。

※分類項目が多い時は、テキスト
ファイルで項目をインポートすると便
利です。
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“サマリーシート”を確認すると作成したフィールドができています。
データは入ってないのでカバー率は0%となっています。



自動分類②

Excel

分類手順（２）教師データの作成（分類項目の付与）

①手動で分類項目を付与する場合

タイトルウィンドウにアクセッション番号など公報の一覧を表示します。
分類を付ける公報を選択し、右クリックします。1

作成した分類項目がでてくるので該当す
る項目にチェックをいれます。

“レコードを分類”を選択します。
2

3

②分類項目を付与したファイル（Excel）をアップする場合 ③グルーピングしたものを分類項目にする場合

“データ編集”から“グループからフィールドを作成”をクリックし、“名
前”を選択し、グループをフィールド化します。 1

エクセルに該当する案件に付与する
項目を付けます。
※セミコロンなどで区切っておくと、
DDAの“データを区切る”（本資料
P14）でデータ整理が便利です。

1

“グループ名からフィールド
を作成”の画面が開きま
す。グループを作成してい
るフィールドをせんたくし、
フィールド作成するグルー
プを選択します。

2

新規に作成されるフィールド名を付与し、
“OK”をクリックします。

3

※データをインポートする際、
未分類もインポートしておくと、
自動分類後のデータ確認をす
るのに便利です。
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※②，③で教師データを作成する場合、教師データの分類
項目と本資料P17の“分類手順（１）分類項目の作成”
で作成した項目名は完全一致するようにしてください。



自動分類③ 分類手順（３）トレーニングフィールドの設定

一覧が出てくるので、“メタタグを
設定”をクリックします。

2

“メタタグの追加/削除”の画面が開きます。利用可能なメタ
タグから”Training Field”を選択し、”Add”をクリックし、
Training Fieldを選択したメタタグに移動させます。
完了したら“OK”をクリックします。 3

2

“フィールドの選択”画面が開き、分類ルールのフィー
ルド（教師データ）を選択し、”OK”をクリックします。
本資料P18で“グループからフィールドを作成”で教
師データをフィールド化している場合は、フィールド化
したフィールドを選択してください。

2
設定する分類項目のフィールドを選択し、”OK”
をクリックします。

3
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サマリーシートからトレーニングフィールドに設定するフィールドのメタタ
グの箇所にカーソルをあわせ、右クリックします。

1

分類手順（4）分類対象のフィールドの設定

“解析”から“スクリプトの実行”をクリックし、“Utility – Move 
Items to Record Classifications”を選択します。

1

※“Utility-Move Items to Classifications”が見当
たらない場合はスクリプトをインストールする必要があります。
インストール方法は、本資料のP23をご覧ください。



自動分類④（５）自動分類の実施

データを選択し、タイトルウィンドウで表示される案件を一つ選択し、
レコードビューを開きます。

2

“レコードビュー”画面が開きます。画面左に作
成した分類項目欄があり、フィールド名の左横
にパーセンテージを示した円マークがあるので、ダ
ブルクリックします。

2

“自動的にレコードを分類”画面が開きます。
“精度目標”で分類の精度を決定します。

3

精度を決定したら“分類を開始”を
クリックします。

4

分類が進むと“自動クラシファイアの進捗”の
パーセンテージが100%に近づきます。
分類が完了すると完了を知らせるポップアッ
プが開くので“OK”をクリックします。

自動分類により、設定
した項目のいづれかに
分類され、レコードビュー
の項目にチェックがつい
ています。
適当な分類先がない場
合、”Unclassified”の
項目が自動ででき、そこ
に分類されます。
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“（２）教師データの作成”で分類フィールドに教師データの分類
を設定したので、分類項目のカバー率は、0%から増えていることを
確認し、分類フィールドを開きます。

1

5

サマリーシートの分類項目のフィールドは、自動分類により未分類
にも項目が付与されたことから、カバー率が増えています。



出現指標 – Emergence Indicator (EI) -
EIとは、Derwent Innovation またはWeb of Scienceのデータを利用し、兆しのあるものをスコア化する機能です。
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下記フィールドの設定をします。
①用語フィールド
②年フィールド
③機関名フィールド
④人名フィールド
⑤場所フィールド
⑥タイトルフィールド

2

“解析”の“出現指標の計算”をクリックすると、
“出現指標の計算”の画面が開きます。

1



年代別分析

年の列をダブルクリックすると、その
年に最初に出現したものをトップに
表示します。

年代別分析により、どのようなキーワードが近年使われているのか、いつ頃登場したのかなどを把握します。

“解析”から“年代別分析”をクリックします。
1
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3
“年代別分析”のウィンドウが新たに開きます。
“年でソートするフィールドの選択”で分析す
るフィールドを選択します。
“年フィールドの選択”で年の分析に利用す
る指標を選択します。

2



24

更新ファイルのダウンロード
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“ヘルプ”から“ダウンロードページを開く”をクリックします。
1

DDAに関するファイルの画面が開きます。
所望のファイルを選択します。

2

DDAがバージョンアップした時のファイルは、
“Download”からファイルを選択し、ダウ
ンロードして下さい。

スクリプト、シソーラスに関する更新ファイル
はここをクリックして、DDAにインストールし
ます。

ファイルが見つかったら、”Install”をクリックします。
3

自動分類をする場合は、”Utility-Move Items to 
Record Classifications.zip”をインストールしてます。



製品サポート

使い方を説明したマニュアルや動画サイトをご用意しております。是非、ご利用ください。

・ユーザーマニュアル / サポート動画

② クラリベイトが取り扱う製品ブランドの一覧が
表示されますので、“Derwent”をクリックします。

③“Derwent”のページに移動します。
画面上にあるタブ一覧の“リソース”を
クリックします。

サポートサイトへのアクセス方法

Derwent製品のサポート体制

①クラリベイトのHPの画面上にあるタブ
一覧の“ブランド”をクリックします。

④メニュー一覧が表示されますので、
タブ一覧の“Learning”をクリックします。

⑤“Derwentラーニング”のページに移動します。
“日本語サポート”の“サポートサイト”をクリックします。

⑥パスワード入力画面に移動します。
下記パスワードを入力し、“Enter”をクリックしてください。
パスワード：di2022
※パスワードは、毎年更新されます。
更新時に貴社契約窓口にご連絡させていただきます。
※既にパスワード入力を行っている場合は、⑤は省略されます。

⑦“Derwent Innovationサポート”サイトに移動します。
“ユーザーマニュアル”のセクションで該当の製品、サポート動
画の“＋”をクリックすると、マニュアル一覧、各製品のサポー
ト動画サイトのリンクにアクセスできます。

サポート動画リンク

下記URLをお気に入りにしていただくと、“Derwent Innovation
サポート”のページに直接ジャンプできます。
https://clarivate.com/derwent/ja/learning/derwent-
innovation-2/

お問い合わせ先
TEL : 0800-170-5577 無料/ 03-4589-3107 
（受付時間：平日9:30～17:30）
メール ts.support.jp@clarivate.com

・カスタマーケア
日本語対応のカスタマーケアサービスをご用意しております。
お電話かE-mailでお問い合わせください。

サポート動画

マニュアル

mailto:ts.support.jp@clarivate.com

